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前前
期期
拡拡
大大
行行
動動
をを
成成
功功
ささ
せせ
よよ
うう

―
ふ
れ
あ
い
行
動
の
実
践
で
内
部
強
化
を
―

島
原
支
部

佐
世
保
東
支
部

目目目目目目目目目目目目目目目目目
標標標標標標標標標標標標標標標標標
達達達達達達達達達達達達達達達達達
成成成成成成成成成成成成成成成成成
�����������������

建
設
長
崎
は
昨
年
度
、
平
成

九
年
以
来
十
八
年
ぶ
り
に
組
織

純
増
を
達
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

十
五
支
部
中
、
十
支
部
が
拡
大

目
標
を
達
成
し
、
更
に
九
支
部

が
純
増
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

新
年
度
も
純
増
を
勝
ち
取
る
た

め
組
織
拡
大
運
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

本
部
定
期
大
会
で
年
間
拡
大

目
標
を
四
〇
〇
名
と
し
て
各
支

部
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組

む
事
を
確
認
。
前
期
目
標
を
、

二
〇
〇
名
と
し
て
各
支
部
に
拡

大
目
標
を
割
り
当
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

八
月
末
現
在
で
は
、
二
十
七

名
の
純
増
と
な
っ
て
お
り
、
中

で
も
、
島
原
支
部
と
佐
世
保
東

支
部
は
、
既
に
前
期
目
標
を
達

成
し
本
部
執
行
委
員
会
で
拡
大

目
標
達
成
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
支
部
も
、
目
標
は
ま
だ
達

成
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
目
標
残

数
が
一
桁
の
支
部
が
八
支
部
も

あ
り
、
前
期
拡
大
期
間
を
三
ヶ

月
残
し
て
お
り
、
目
標
達
成
に

大
い
に
期
待
が
も
て
ま
す
。

全
体
で
見
て
も
八
月
末
で
一

〇
四
名
の
仲
間
の
加
入
を
頂
き
、

残
す
と
こ
ろ
九
十
六
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

各
支
部
が
、
未
加
入
の
仲
間

を
紹
介
し
て
長
建
国
保
や
労
災

保
険
、
福
祉
共
済
制
度
の
説
明

や
仲
間
同
士
の
つ
な
が
り
を
訴

え
て
、
組
織
拡
大
を
強
力
に
推

進
す
る
事
に
よ
り
建
設
長
崎
を

強
く
大
き
く
し
て
、
組
合
員
の

仕
事
と
健
康
を
守
る
運
動
を
実

践
し
て
行
く
為
に
、
組
合
員
の

一
人
一
人
が
多
く
の
仲
間
を
紹

介
す
る
事
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
世
保
中
央
支
部
で
は
、
九

月
二
十
三
日
支
部
三
役
を
中
心

に
支
部
管
内
の
現
場
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

い
ざ
回
る
と
な
か
な
か
現
場

が
見
つ
か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

新
し
い
造
成
地
を
見
つ
け
る
と
、

何
棟
も
の
新
築
工
事
の
現
場
が

あ
っ
て
、
職
種
は
大
工
さ
ん
か

ら
専
門
工
事
の
方
、
地
域
で
は

佐
世
保
は
も
ち
ろ
ん
、
平
戸
や

波
佐
見
か
ら
来
て
い
ま
し
た
。

作
業
中
で
、
突
然
の
訪
問
だ
っ

た
の
で
面
談
の
時
間
は
長
く
取

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
中
に
は
組
合
に
興
味
を
も

た
れ
加
入
を
考
え
て
い
る
人
も

い
ま
し
た
。
今
回
の
行
動
で
は
、

二
十
七
人
の
組
合
未
加
入
の
方

と
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
年
間
の
拡
大
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
今
年
も
達
成
で
き
る
よ
う

今
回
の
行
動
を
機
に
一
人
で
も

多
く
の
方
が
加
入
し
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
国
保
組

合
予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
を
十
月
か
ら
一

か
月
半
か
け
行
っ
て
い
ま
す
。

要
請
先
は
厚
生
労
働
省
・
財

務
省
で
す
。
組
合
員
・
家
族

の
一
人
ひ
と
り
の
声
を
直
接

訴
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

建
設
国
保
へ
の
補
助
金
の
現

行
水
準
の
確
保
に
向
け
て
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
支
部
を
通
じ
て
組
織
配
布

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
配
布
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
記
入
後
、
提
出

頂
き
ま
す
よ
う
、
特
段
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
七
月
の
概
算
要
求

時
の
取
り
組
み
で
は
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
一
六
九
〇
八

枚
、
集
約
率
一
〇
六
・
三
％

の
結
果
で
し
た
。

国
保
組
合
制
度
を
守
る
た

め
に
、
私
た
ち
建
設
労
働
者

に
建
設
国
保
が
欠
か
せ
な
い

存
在
だ
と
訴
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

毎
年
十
月
の
「
住
生
活
月

間
」
に
合
わ
せ
て
佐
世
保
で
開

催
さ
れ
る
「
住
ま
い
・
る
フ
ェ

ス
タ
二
〇
一
六
イ
ン
佐
世
保
」

が
十
月
一
日
㈯
、
島
瀬
公
園
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
安
全
・
安
心
・
防

災
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

建
設
長
崎
で
は
、
佐
世
保
支
部

協
会
と
官
公
需
業
者
会
の
会
員

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

建
ち
家
の
実
演
と
餅
ま
き
、
丸

太
切
り
競
争
、
く
ぎ
打
ち
競
争

を
行
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
く
ぎ

打
ち
や
丸
太
切
り
競
争
で
は
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方

が
参
加
し
、
奮
闘
す
る
姿
に
会

場
か
ら
の
応
援
が
向
け
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
多
く
の
来
場
者
の
注

目
を
集
め
た
「
餅
ま
き
」
で
は
、

我
先
に
餅
を
拾
お
う
と
す
る
多

く
の
お
客
さ
ん
で
、
大
い
に
賑

わ
い
ま
し
た
。

蒸
し
暑
い
な
か
行
わ
れ
た
今

回
の
住
宅
フ
ェ
ア
、
会
場
に
訪

れ
た
多
く
の
方
々
に
、
組
合
・

協
会
の
存
在
を
少
し
は
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
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福祉共済会が
一部変更されます。
（平成28年11月1日より実施）

※詳しくは号外に掲載

110044名名のの仲仲間間がが加加入入
組織純増中

佐世保中央支部拡大行動を実施
前期目標残

10
1
3
6
12
5
8
16
8
達成
6

達成＋2
10
8
2
3
96

6月～8月
の加入者
2
6
7
8
7
3
9
5
4
13
10
20
3
2
5
0
104

支部名

中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
五 島
合 計

平成２９年度国保組合予算に向けた
ハガキ要請行動にご協力を�

10

未加入者に組合加入について説明する佐世保中央支部役員

建ち家実演、餅まき、大賑わい
～住まいるフェスタ2016イン佐世保～

※6月～8月の加入者数104名、割当残数 96名

【各支部 前期加入者数】

毎月1回15日発行 2016年（平成28年）10月15日発行建 設 長 崎第616号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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平成28年度 巡回健診実施のお知らせ

申込締切日

11月4日㈮迄

11月11日㈮迄

会 場
佐世保市民会館
（佐世保市花園町10‐19）
建設長崎島原支部事務所
（島原市門内町丙988‐8）

時 間

9時～12時

9時～12時

実施日

平成28年11月20日㈰

平成28年11月27日㈰

■平成28年度 巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）

※申込数が規定数に届かなかった会場は、やむを得ず中止する可能性がありますのでご了承下さい。

《受講費用等》
受講料：1，000円
修了証発行手数料：
賞状型1，000円、カード型2，000円
賞状・カード両方3，000円
※代金は当日会場で徴収します。
※カード型の修了証をご希望の方は、
講習会当日に受付にて修了証に掲載
する顔写真を撮影いたします。

《受講申し込み》
支部窓口で配布の申込書に記入し、
支部へ提出または下記へFAX送信
をしてください。

FAX095－861－9273
●申込み締切日…開催日の3日前ま
でに申し込んでください。

《施工技術講習会カリキュラム》
9：00～9：30 受付
9：30～9：40 開会、趣旨説明、スケジュール確認

『施工技術者講習テキスト－基本編』
9：40～10：40 第1章 これからの住まい

第2章 建築による省エネ化
第3章 設備による省エネ化
第4章 断熱設計
第5章 開口部設計

10：50～12：00 『施工技術者講習テキスト－施工編』
12：00～13：00 昼休み
13：00～13：30 『施工技術者講習テキスト－施工編』
13：30～14：45 DVD放映：断熱施工、設備配管
14：50～15：15 『施行技術者講習テキスト－基本編』

第6章 断熱リフォーム
第7章 住まい方と維持管理
第8章 省エネルギー基準
第9章 関連基準と制度

15：15～16：00 模型解説
修了考査問題配布・説明
修了考査30分、考査問題解説

16：10～17：00 アンケート記入
閉会

全リ協の
事業者登録の意味
住宅リフォーム事業は様々な事
業者が担っており、工事内容や技
術も高度化・多様化している。一
方で消費者にとっては、事業者の
技術力・価格相場等がわかりにく
く、気軽に相談できる所が少な
い・知られていないと言った課題
を有しています。
このため、消費者が安心して住
宅リフォーム工事が依頼できる環
境の整備、事業者の技術力など資
質の向上が必要と考えられます。
住宅リフォーム事業者団体登録
制度は、既に一部の事業者団体に
おいて、取り組みが行われていま
すが、本来、リフォーム市場は、
地元に根付いた事業者が、消費者
と密着な関係を保ちながら、消費
者の立場に立って納得のいく住宅
リフォーム工事を行うべきである
事を踏まえ、全建総連が先頭に立
ち、住宅リフォーム協会を設立し
て、安心な住宅リフォームが出来
るように推進するものです。

●国は低炭素社会に向けて、平成32年度までに、新築住宅の省エネルギー適合率100％
をめざしています。施工者、現場管理者、設計者等20万人養成。長崎県は3千名を
目標。
●平成28年度「地域型住宅グリーン化事業」の補助対象住宅を施工する事業者は、必
ず一人以上は住宅省エネルギー技術講習会を受講した修了者が所属している必要が
あります。
●平成24年度～27年度に施工技術講習会を修了された方も、平成28年省エネ基準に基
づき説明しますので、是非受講して下さい。

多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診
断を開催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康
チェックとしてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、平成28年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方
（同日現在の加入者で平成29年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国
保の特定健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診すること
が出来ます。

■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、申込締切日
までに組合窓口へお申込下さい。お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号095‐862‐6246
○郵送の場合：〒852‐8021長崎市城山町29‐26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されま
すので必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検
査項目申込者のみ）、検査用容器など

■巡回健診の検査項目

組合の特定健診は、組合
指定の医療機関や巡回健診
の他に、県内各市町が実施
する特定健診（集団健診）
でも受診することができま
す。今回、左記の通り実施
されますのでお住まいの地
域で実施される集団健診も
ぜひご利用下さい。

◆集団健診ご利用にあたっての注意事項◆
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」
と「保険証」、記入済みの「質問票」を必ず
持参して下さい。
2．下記市町のうち、佐世保市、大村市、対馬
市、長与町では事前予約が必要ですのでご注
意下さい。
3．集団健診は、当該市町に居住する方のみ受
診可能です。尚、一部の会場では市町国保に
加入する方の受診が優先され人員等の理由に
より受診できない場合があります。
4．掲載の日時、会場等については変更される
場合があります。
5．市町によっては、各種がん検診も同時に実
施されますので、詳細につきましては、各市
町窓口へお問い合わせいただくか、市町発行
の広報誌にてご確認下さい。

講講習習会会・・説説明明会会ののごご案案内内
全建総連リフォーム協会（全リ協）

〔入会募集説明会と義務講習Aを開催〕
開開催催日日時時 11月16日（水） 午後6時受付 6時30分開会

開開催催場場所所 セントヒル長崎 長崎市筑後町（☎095‐822‐2251）
※駐車場は、近隣の有料駐車場にお願い致します

募募集集人人員員 第1次募集 50名
入会募集説明会と義務講習Ａの標準プログラム

義務講習Ａ プログラム
1．協会の概要

①全リ協の目的と事業、組織体制

2．リフォーム工事マナー
①居ながらリフォーム心得帳
②事業会員の遵守事項
③講習受講義務等

3．標準契約書式・約款
①小規模工事用（請負額100万円未満、又は
注文書）
②中・大規模工事用（請負額100万円以上）

4．リフォーム瑕疵保険
①リフォーム瑕疵保険
②瑕疵保険に係わる説明確認

5．消費者相談及び苦情の受付と対応
①消費者相談窓口、苦情に対する対応につ
いて

6．資料
①全リ協定款、施行明細、必要書類一覧

募集人員

50人

50人

50人

駐車場

〇

〇

〇

住 所

長崎市城山町17‐58

長崎市城山町17‐58

長崎市城山町17‐58

会 場

建設長崎本部会館2階 会議室

建設長崎本部会館2階 会議室

建設長崎本部会館2階 会議室

地区

長崎

長崎

長崎

開催月日

平成28年11月20日㈰

平成28年12月11日㈰

平成29年1月22日㈰

長崎県住宅省エネルギー技術施工技術講習会
5ケ年計画の最終年です
省エネ新基準に対応した説明会です

長
建
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
に

受
診
を
お
願
い
し
ま
す

平成28年度長崎県内実施特定健診
【集団健診】日程表《1月～3月実施分》

会 場

北公民館（チトセピア3階）

南部市民センター

北公民館（チトセピア3階）

長崎ブリックホール
（国際会議場）

東公民館
（東部地区にこにこセンター3階）

長崎ワシントンホテル（不確定）

長崎市民会館 地下1階
（文化ホール入口側）

シーハット大村文化棟

萱瀬出張所
竹松出張所

中地区公民館

シーハット大村文化棟

長与町公民館
中央保健福祉センター6F
北地区公民館
小佐々支所
広田地区公民館
鹿町地区公民館
九十九地区公民館
中央保健福祉センター6F

相浦総合グラウンド
陸上競技場ミーティングルーム

吉井地区公民館体育室
世知原地区公民館
中央保健福祉センター6F
江迎地区文化会館
江迎地区公民館
中央保健福祉センター6F
大野地区公民館
早岐地区公民館
中央保健福祉センター6F

日 時
9：30～11：00
13：30～15：00
9：30～11：00
9：30～11：00
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
9：30～11：00
13：30～15：00
9：00～11：00
10：00～11：30
13：30～15：00
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
9：00～10：30
13：00～14：30
8：30～12：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00
9：00～11：00

3月1日㈬

3月2日㈭

3月3日㈮

3月4日㈯

3月7日㈫

3月8日㈬

3月11日㈯

1月30日㈪

1月31日㈫

2月23日㈭

2月24日㈮

2月18日㈯
1月12日㈭
1月16日㈪
1月19日㈭
1月24日㈫
1月25日㈬
1月27日㈮
1月31日㈫

2月3日㈮

2月8日㈬
2月10日㈮
2月14日㈫
2月20日㈪
2月21日㈫
3月4日㈯
3月8日㈬
3月10日㈮
3月13日㈪

長崎市

大村市

長与町

佐世保市
《選択検査項目》（希望者のみ：全額自己負担）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型3，300円）
胃がん検査（2，500円）
喀痰細胞診（肺がん三日間蓄痰3，500円）
大腸がん検査（1，300円）
前立腺がん検査（2，000円）
子宮頸がん検査（自己採取法2，500円）

《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、
血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・尿
淡白）
血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検
査）、胸部レントゲン検査、腎機能検査
心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・
聴力

※定員もありますので、参加ご希望の方は早めに所属支部へご連絡ください。

《講習会日程》日程表（受付9：00 講習時間9：30～17：00まで）

施工

※選択検査項目を受診される方は、上記受診料金を健診日当日に係員に現金にてお支払い下さい。
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当店のブログで商品紹介をご覧下さい。
http://seikatusupport.blog104.fc2.com/

※倉庫の片付け処分、買い取り
　好評を得ております!!

★普通のリサイクル店とは違う!!

生活サポート館
佐世保市原分町121-1  【営業】AM9:30～ PM6:00  【定休日】日曜日（電話対応OKです）

☆工具で質貸しします!!
遠方の方は特に、まず、お電話下さい!!

49-3321TEL・FAX（0956）

大型機械など倉庫に眠っていませんか？

鉄基礎型枠、ピケ足場、軽トラ、
2ｔダンプ、大工道具 etc
買い取り・販売・委託販売

※売らなくても質預かり大歓迎!!

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

秋
の
住
宅
デ
ー

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
・
長
与
連
合
分
会

浦
上
西
支
部

市
南
支
部

2日間1日間2日間

〜
二
会
場
で
三
〇
八
本
砥
ぎ
あ
げ
る
〜

西
彼
支
部
・
時
津
連
合
分
会

で
は
、
九
月
十
一
日
㈰
に
時
津

町
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
公
園

で
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
後
の
慰
労
会
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
も
多

く
、
全
体
参
加
者
二
十
七
名
で
、

包
丁
砥
一
〇
〇
本
と
程
良
い
内

容
で
、
無
事
に
定
刻
通
り
、
時

津
の
満
寿
美
で
慰
労
会
を
始
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

同
日
、
長
与
連
合
分
会
で
も

長
与
み
か
ん
選
果
場
で
住
宅

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
、
二
十
五
名
の
参
加
者

に
対
し
、
包
丁
砥
二
〇
八
本
と

や
や
多
く
、
私
は
新
聞
紙
で
包

丁
を
お
包
み
す
る
の
に
テ
ン
ヤ

ワ
ン
ヤ
で
し
た
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
割
烹
た
な
か
で

慰
労
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

西
彼
支
部
長
を
歴
任
さ
れ
る
な

ど
、
長
年
、
貢
献
頂
き
ま
し
た

松
林
満
男
さ
ん
が
、
二
日
後
に

開
催
予
定
の
支
部
大
会
で
脱
退

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
分
会

よ
り
感
謝
の
花
束
を
お
渡
し
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
こ

れ
ま
で
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
先
輩
方
が
作
っ
て
下

さ
っ
た
歴
史
を
活
か
し
、
今
後

も
住
宅
デ
ー
を
開
催
し
て
い
き

ま
す
。

（
森
）

浦
上
西
支
部
で
は
、
十
月
二

日
㈰
に
組
合
本
部
駐
車
場
に
て
、

住
宅
デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
普
段
の
行
い
が
良

い
の
か
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
支

部
長
、
委
員
長
の
挨
拶
を
終
え

て
作
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

例
年
、
城
栄
町
商
店
街
の
夏

祭
り
に
協
賛
し
て
開
催
し
て
お

り
、
本
年
は
場
所
を
変
更
し
て

の
開
催
で
、
ど
れ
だ
け
の
人
が

来
て
頂
け
る
か
心
配
で
し
た
が
、

事
前
の
お
知
ら
せ
も
あ
り
六
十

四
名
の
お
客
さ
ん
に
来
て
頂
き

包
丁
、
そ
の
他
で
一
三
一
本
、

ま
な
板
十
八
枚
を
職
人
な
ら
で

は
の
丁
寧
な
作
業
で
仕
上
げ
、

受
取
の
際
、
と
て
も
喜
ん
で
頂

け
ま
し
た
。

何
よ
り
組
合
員
さ
ん
、
主
婦

会
の
皆
様
の
ご
協
力
で
ケ
ガ
も

無
く
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
事
を
感
謝
致
し
ま
す
。

そ
し
て
、
建
設
長
崎
を
地
元

の
方
々
に
少
し
で
も
ア
ピ
ー
ル

出
来
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
は
更
に
盛
り
上
が
る

事
を
祈
り
ま
す
。

（
支
部
長

村
岡
広
明
）

〜
一
本
一
本

丁
寧
に
綺
麗
に
仕
上
げ
る
〜

市
南
支
部
で
は
九
月
二
十
五

日
㈰
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ン
江
川
店

さ
ん
の
敷
地
を
借
り
、
奉
仕
活

動
と
し
て
包
丁
研
ぎ
の
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

受
付
け
は
十
時
か
ら
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
会
場
の
準
備
も

終
わ
ら
な
い
う
ち
か
ら
や
っ
て

来
た
方
た
ち
が
「
ま
だ
か
ま
だ

か
」
と
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
、

急
遽
会
場
の
準
備
が
済
み
次
第
、

受
付
を
開
始
。
包
丁
研
ぎ
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

買
い
物
の
つ
い
で
に
建
設
長

崎
の
テ
ン
ト
を
訪
れ
、
次
々
に

持
ち
込
ま
れ
る
包
丁
を
、
研
ぎ

手
の
組
合
員
さ
ん
達
が
一
本
一

本
、
丁
寧
に
そ
し
て
綺
麗
に
仕

上
げ
て
い
き
ま
す
。

開
始
直
後
に
降
っ
た
大
粒
の

雨
が
影
響
し
た
の
か
、
思
っ
た

よ
り
来
場
者
が
少
な
く
、
研
ぎ

上
げ
た
包
丁
は
昨
年
よ
り
少
な

く
一
五
四
本
と
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
住
宅
相
談
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後

の
仕
事
確
保
に
向
け
、
建
設
長

崎
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た

一
日
で
し
た
。

（
記
事

山
下
洋
二
）

③木造建築物等組立等
作業主任者講習会

【日 時】平成28年12月17日㈯
～18日㈰

午前8時50分～午後5時
【場 所】組合本部

（建設技能会館2階）

【受講料】8，000円
（テキスト代込み）

※組合員は、2，000円補助します。

【受付期間】随時受付
12月7日㈬締切

②足場の組立て等の
業務に係わる特別教育

【日 時】平成28年11月27日㈰
午前8時50分～午後4時

【場 所】組合本部
（建設技能会館2階）

【受講料】4，000円
（テキスト代込み）

【受付期間】随時受付
11月15日㈫締切

①足場の組立て等
作業主任者講習会

【日 時】平成28年11月24日㈭
～25日㈮

午前8時50分～午後5時
【場 所】組合本部

（建設技能会館2階）

【受講料】8，000円
（テキスト代込み）

※組合員は、2，000円補助します。

【受付期間】随時受付
11月15日㈫締切

〈
参
加
者
〉
敬
称
略

・
時
津
連
合
分
会

植
田

勝
次

井
手

保

中
尾

豊

浦
馬
場
幾
男

川
久
保
博
幸

松
本

文
男

髙
木
栄
八
郎

川
林

満

菅
高

秀
明

嶋
本

清
孝

川
林

恵

森

巽

堀
口

留
喜

波
戸
口
利
未

砂
川
健
二
郎

松
野

春
男

林
田

浩
治

中
村

正
博

田
口

繁
美

濱
本

久
枝

植
田
ヤ
ス
エ

溝
口

啓
子

舩
津
委
員
長

石
田
書
記
長

・
長
与
連
合
分
会

植
田

勝
次

田
中

秀
則

尾
崎

光
生

脇
川

雅
隆

毎
熊

明
夫

岡
田

一
廣

岩
永

亀
雄

山
口

政
好

岩
木

信
義

松
林

敏

石
川

明
文

古
藤

明
義

松
林

満
男

小
串

民
雄

岩
崎
喜
三
郎

中
村

秀
徳

迫

貴
幸

濱
本

博
孝

宮
城

忍

岡
﨑
ア
イ
子

尾
崎

秀
子

山
口

洋
子

舩
津
委
員
長

石
田
書
記
長

〈
参
加
者
〉
敬
称
略

山
本

秀
夫

小
宮

清
治

小
泉

雄
義

中
島

善
明

山
下

洋
二

山
下

俊
之

江
﨑

覚

荒
木

貞
徳

今
井

佳
信

山
本

義
晴

太
田

武
造

山
崎

昌
晴

江
﨑

雪
夫

髙
平

増
男

森
尾

利
助

山
下
八
千
代

坂
本

藤
子

舩
津
委
員
長

〈
参
加
者
〉
敬
称
略

村
岡

広
明

佐
藤

明
彦

平
出

壽
夫

山
形

信

木
下

広
次

道
端

敏
章

松
崎

拓
海

前
川

友
一

山
口

好
行

小
峰

季
夫

松
本

初
男

宮
崎

二
郎

山
形
ト
シ
子

栗
原
由
里
子

道
端
ナ
ミ
子

有
川
ヤ
ツ
子

松
川
波
留
子

松
崎
サ
エ
子

舩
津
委
員
長

田
上
副
委
員
長

石
田
書
記
長

西
平
書
記
次
長

～天気にも恵まれ
まずまずの来場者～

作業主任講習会 受付中

各支部窓口へ申し込んでください 締切日厳守！

▲組合本部駐車場にて▲ジョイフルサン江川店駐車場入口にて

▼

時
津
連
合
分
会（
時
津
町
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
公
園
）

▼

長
与
連
合
分
会
（
長
与
み
か
ん
撰
果
場
）
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佐
世
保
東
支
部
支
部
旅
行

諫
早
支
部
支
部
旅
行

浦
上
総
支
部
主
婦
会
饅
頭
づ
く
り

今
年
も
ま
だ
汗
ば
む
陽
気
の

九
月
二
十
四
日
㈯
、
佐
世
保
東

支
部
で
は
総
勢
四
十
六
名
の
参

加
で
大
分
県
別
府
市
方
面
へ
支

部
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

威
勢
の
い
い
乾
杯
の
掛
け
声

で
い
つ
も
の
感
じ
に
な
り
楽
し

い
一
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
岩
下
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
で
、
昭
和
レ
ト
ロ
な
品
の

数
々
を
じ
っ
く
り
と
見
て
い
る

う
ち
に
、
時
が
巻
き
戻
っ
た
よ

う
な
感
じ
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、

金
鱗
湖
で
の

散
策
を
し
、

一
路
杉
乃
井

ホ
テ
ル
へ
。

夕
食
の
バ
イ

キ
ン
グ
料
理

で
お
腹
を
満

た
し
た
後
は

そ
れ
ぞ
れ

プ
ー
ル
に
行

か
れ
る
方
、

ボ
ー
リ
ン
グ

を
さ
れ
る
方
、
温
泉
を
楽
し
ま

れ
る
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
別
府
の

夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

九
月
二
十
五
日
㈰
は
、
あ
い

に
く
の
雨
に
な
り
行
程
を
変
更

し
地
獄
め
ぐ
り
と
な
り
ま
し
た
。

海
・
竜
巻
・
鬼
山
地
獄
の
三
か

所
を
巡
り
海
地
獄
で
は
全
員
で

記
念
写
真
を
撮
り
旅
の
記
念
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
日

田
森
の
ビ
ー
ル
園
で
焼
肉
を
堪

能
し
、
紅
乙
女
酒
造
で
酒
蔵
を

見
学
し
子
供
で
も
飲
め
る
ぶ
ど

う
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
皆
が

試
飲
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

帰
り
の
道
中
は
ぐ
っ
す
り
と

眠
ら
れ
て
い
る
方
が
多
く
予
定

時
間
よ
り
少
し
遅
れ
て
支
部
事

務
所
に
着
き
ま
し
た
。

（
柳

光
輝
）

九
月
二
十
五
日
㈰
〜
二
十
六

日
㈪
に
か
け
て
、
隔
年
行
事
で

あ
り
ま
す
大
村
支
部
旅
行
会
を

開
催
。
広
島
県
宮
島
口
方
面
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

高
速
道
路
で
宮
島
口
の
あ
る

廿
日
市
市
を
通
り
過
ぎ
て
、
最

初
の
観
光
は
呉
市
に
あ
り
ま
す

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
全
長
二

十
六
・
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
十

分
の
一
戦
艦
「
大
和
」
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
、
戦
艦
大
和
や
海

軍
工
廠
と
し
て
発
展
し
て
い
っ

た
呉
の
町
の
歴
史
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
に
「
千
福
一
杯
い

か
が
で
す
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
有

名
な
清
酒
・
千
福
の
製
造
工
場

の
酒
工
房
せ
せ
ら
ぎ
を
訪
問
。

清
酒
・
千
福
の
味
わ
い
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
甘
酒
で
漬
け
た

千
福
漬
や
レ
モ
ン
酒
等
も
販
売

し
て
お
り
、
多
く
の
方
が
試
飲

を
楽
し
ん
だ
り
購
入
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
バ
ス
は
広
島

市
内
の
原
爆
ド
ー
ム
横
を
通
り
、

宿
泊
先
の
安
芸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
到
着
。
長
旅
の
疲
れ
を
温

泉
で
癒
し
た
後
、
待
ち
に
待
っ

た
宴
会
で
す
。
広
島
名
物
が
当

た
る
抽
選
会
や
、
組
合
員
さ
ん

に
よ
る
腹
踊
り
等
の
余
興
も
あ

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。二

日
目
の
旅
は
、
今
回
の
旅

行
の
目
玉
で
あ
り
ま
す
厳
島
神

社
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
。

で
す
が
荘
厳
華
麗
な
寝
殿
造
り

の
社
殿
や
大
鳥
居
、
そ
し
て
そ

の
歴
史
に
皆
さ
ん
興
味
津
々
な

ご
様
子
で
し
た
。
そ
の
後
バ
ス

で
山
口
県
に
移
動
し
、
岩
国
市

の
錦
帯
橋
を
見
学
。
こ
の
時
に

は
天
気
も
晴
れ
て
、
橋
の
上
で

記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ま
た

蒸
し
暑
さ
も
あ
っ
た
の
で
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
や
か
き
氷
を
食
べ

ら
れ
る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
バ
ス
移
動

は
そ
れ
ぞ
れ
の
ん
び
り
過
ご
し

な
が
ら
夜
七
時
頃
に
帰
着
し
ま

し
た
。

今
回
の
旅
行
は
初
参
加
の
方

も
数
多
く
、
六
十
三
名
と
大
変

多
く
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
二
日
間
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。（

山
本
）

〜
改
め
て
平
戸
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
〜

曇
り
空
で
過
ご
し
や
す
い
天

気
の
九
月
二
十
五
日
㈰
、
諫
早

支
部
で
は
三
十
九
名
の
参
加
で

支
部
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
長
時
間
の
バ
ス
移
動
に

よ
る
疲
労
を
軽
減
す
る
た
め
に

十
数
年
ぶ
り
と
な
る
平
戸
観
光

メ
イ
ン
の
旅
程
に
決
定
。
今
回

は
国
道
を
走
行
す
る
こ
と
が
多

く
、
途
中
の
ト
イ
レ
休
憩
に
か

な
り
苦
戦
し
な
が
ら
の
道
中
と

な
り
ま
し
た
が
、
車
内
は
い
つ

も
通
り
後
部
座
席
を
中
心
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
は
平
戸
観
光
と

い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
一
度
は

来
た
こ
と
の
あ
る
所
が
殆
ど
で

し
た
が
、
田
平
天
主
堂
や
平
戸

城
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
な
ど
を
見

学
し
、
改
め
て
平
戸
の
歴
史
と

文
化
を
学
ん
で
ま
し
た
。
ま
た
、

オ
オ
バ
エ
灯
台
の
断
崖
絶
壁
で

は
、
そ
の
高
さ
と
え
ぐ
れ
具
合

に
驚
愕
し
、
呼
子
の
七
ツ
釜
洞

窟
で
は
長
い
年
月
を
か
け
て
打

ち
寄
せ
る
荒
波
に
よ
り
浸
食
さ

れ
た
洞
窟
に
自
然
の
力
と
不
思

議
さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
海
沿
い
の
見
学
が
多

か
っ
た
の
で
、
海
の
幸
を
た
く

さ
ん
ご
馳
走
に
な
れ
た
こ
と
が

良
か
っ
た
と
い
う
方
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
平
戸
の
寺
田
副
委
員
長

様
、
宴
席
に
お
樽
を
お
届
け
頂

き
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

残
暑
残
る
九
月
二
十
八
日
に

主
婦
会
七
名
の
参
加
で
饅
頭
づ

く
り
を
行
い
ま
し
た
。

朝
か
ら
大
雨
注
意
報
の
中
、

雨
も
そ
れ
程
な
く
、
皆
さ
ん
九

時
に
集
合
し
作
業
に
か
か
り
ま

す
。材

料
を
並
べ
、
ま
ず
、
あ
ん

こ
を
丸
め
る
人
、
う
す
板
を
切

る
人
、
イ
ー
ス
ト
を
溶
い
て
粉

と
混
ぜ
こ
ね
て
い
き
ま
す
。
十

五
分
程
こ
ね
こ
ね
し
、
約
一
時

間
寝
か
せ
ま
す
。
粉
が
大
き
く

膨
ら
み
ま
す
。
ふ
っ
く
ら
し
た

粉
を
、
再
度
こ
ね
こ
ね
し
て
ガ

ス
を
出
し
、
あ
ん
こ
を
包
み
な

が
ら
愛
情
を
込
め
丸
め
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
蒸
し
器
で
十
五

分
蒸
か
す
と
「
ふ
わ
ふ
わ
饅

頭
」
の
出
来
上
が
り
で
す
。
前

回
に
続
き
今
回
も
ふ
か
ふ
か
の

良
い
出
来
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
の
手
を
休
め
、
出
来
立

て
の
饅
頭
に
皆
で
か
ぶ
り
つ
き
、

お
い
し
い
、
お
い
し
い
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

一
段
落
し
た
段
階
で
お
昼
に

す
る
こ
と
に
し
、
皆
さ
ん
持
ち

寄
り
の
弁
当
を
広
げ
美
味
し
く

頂
き
な
が
ら
、
色
ん
な
世
間
話

に
花
を
咲
か
せ
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
後
片
づ
け

を
済
ま
せ
、
美
味
し
い
饅
頭
を

お
土
産
に
頂
き
解
散
と
な
り
ま

し
た
。
と
て
も
楽
し
む
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
主
婦
会
の
皆
様

お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
馬
場
ヒ
ロ
子
）

〜
皆
さ
ん
に
暖
か
く
迎
え
ら
れ
、あ
っ
た
か
饅
頭
作
り
〜

九
月
二
十
八

日
㈬
、
浦
上
総

支
部
主
婦
会
で

は
蒸
か
し
饅
頭

作
り
を
行
い
ま

し
た
。

日
頃
よ
り
組

合
の
方
々
に
は

お
世
話
に
な
っ

て
お
り
、
去
年

は
班
長
を
さ
せ

て
頂
い
た
事
を

機
に
万
灯
流
し

等
の
行
事
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
主
婦
会
の
山
形
さ

ん
よ
り
お
誘
い
を
頂
き
、
蒸
か

し
饅
頭
作
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
は
初
め
て
で
し
た
が
、

他
の
主
婦
会
の
方
々
に
快
く
迎

え
入
れ
て
い
た
だ
い
た
事
で
、

楽
し
く
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。今

後
は
他
の
行
事
に
も
参
加

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
溝
上

由
佳
）

中央支部主婦会 饅頭づくり
～今年もふわふわ 良い出来～

～５年ぶりの別府で親睦を深める～

～広島の名所を堪能～
大村支部 支部旅行
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